第27回　施設処遇検討会議　議事録

H20.11.17　13:30～15:00

青山荘交流室

出席者：秋山S.G.M・小坂和子・原佳伸・馬渡道伸

小笠原嘉紀・向奈津美・出貝梢・中村文洋

(欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・長谷部Ｓ.Ｇ.Ｍ・清水Ｓ.Ｇ.Ｍ・三浦理見・上平ユリ子・)
記　録：小笠原　嘉紀

議題

１：吉田　キクエ様様（青風荘入所者様）の処遇について

２：大國　絵里様様（青明舎利用者様）の処遇について

３：本田　英之様様（青山荘入所者様）の処遇について

１：吉田　キクエ様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症

＜問題点＞

①身体機能低下の傾向が見られる。（腕や腰の疼痛）

· 年齢からくる老化も関係していることを説明し、身体機能維持の為に健康プログラムを利用し体操する機会を増やす。朝のテレビ体操や休日は軽い運動するよう促していく。

· 現体重が平均体重より多い為、身体に負担が掛かっていることも考えられる為、食生活の見直しや間食を取り過ぎないよう指導していく。

· 疼痛緩和のため、痛み止めの軟膏や湿布の使用を促していく。

②難聴・視力低下傾向にある

· 会話や荘内の放送を聞き取れていない様子の為、大切なお知らせ等は直接本人に伝えたり、紙に書いて説明する。

· 視力低下については眼科受診や眼鏡の使用を検討する。

· 場合によっては補聴器の使用を検討する。

③保護者の息子と疎遠である。

· 定期的なお知らせ（青風荘たより・家族面談等）で面会の機会を両者に働きかけていく。

· 長年疎遠であり、息子様（長男）は子供当時の記憶から母親に対して恐怖的な感情がある為、面会の機会を持てるようスタッフが適時介入していく。

＜評価＞

　加齢に伴う身体機能の低下が見られることから、健康プログラム、体操の促しなどを引き続き実施し、現状維持を図っていく。また本人が気にかけている次男との面会については次男が入所している施設と連絡をとり、面会できるかどうかなどの調整を行なっていく。

２：大國　絵里様（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　合併症：眼科・皮膚科通院中（病名は未確認）

＜問題点＞

うみねこ幸房利用について（幸房利用までの調整）

・幸房スタッフと連携し、本人の様子や体験利用の取り組みについて情報共有し、変化を確認する。

・体験利用時の本人の情報収集を幸房スタッフから行なう。また、本人と振り返りを行ない、幸房スタッフから評価を行なう。

・12月初旬に本人を交えてのケア会議を行い、本人の様子をみながら徐々にフルタイムでの体験利用の検討を行なう。

・家族へ定期的に本人の様子について電話にて報告する。また、家族からの本人の就労に対する希望も聞きながら、今後について検討を行う。

・家族に本人の作業について実際の現場（うみねこ幸房）の見学して頂く。

・必要に応じて、訪問を行い、本人の様子や変化ついて確認を行なう。

＜評価＞
　これまでの経過は順調に来ているが、フルタイムになってから働きたいという希望も聞かれており、

今後も本人との面談などを通して調整を行なっていく必要がある。また現在体験利用中のうみねこ幸房と定期的に情報の共有化を図り、本人の支援を行なっていく。
３：本田　英之様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　合併症：なし

＜支援内容＞

○退所に向けて

· 3月で青山荘入所2年となる。

· 青山荘退所後は自宅へ戻り生活をする

・　家族関係の調整

· 職員間で情報を共有・把握しながら、統一した介入を行う事で、混乱やトラブルを未然に防ぐ。

· 面談を行い、青山荘内での問題点、訓練の必要性や意味合いなどを説明し、理解・納得して頂きながら職員と共に検討する。

· 外泊時の生活状況などを家族が来荘した際に確認する事で、職員と家族間で情報を共有し、本人の考えや行動を把握する。

○生活リズムの不安定さ

· 決められた時間を意識せずにマイペースに活動し、時間を過ぎて慌てて行動しているため、時間前に余裕を持って行動するように意識付けを行う。

· 時間を守る・連絡を入れる・報告する、参加する等、未だ改善され難い生活面での問題点については就労場面に置き換えながら本人へ一つ一つの行動の必要性を説明し、理解を促す。

○就労について

· これまで通り職場見学や職場実習を継続して行う。その都度、本人と面談を行って行く。

＜評価＞

　　来年の３月で入所期限の２年となるが、現在でも生活リズムの乱れなどが見られる為、退所に向けて生活リズムの確立を重点的に行なっていく必要がある。本人、ご家族共に就労への希望が聞かれているが、障害の受容がうまくできておらず、福祉制度の活用を拒否されている為、福祉的な就労につなげていく事が出来ない現状がある。今後、就労訓練などと併せて福祉制度の利用を本人、家族様に勧めていくことを検討する。






